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  小学校通学路のブロック塀点検について 

 
平成３０年６月１８日、大阪府北部を震源とする震度６弱の地震が発生しました。

この地震で、高槻市の小学校でブロック塀が倒壊し、通学途中の９歳の女子児童が下

敷きとなって死亡するという痛ましい事故が起きました。 

 

本市では教育委員会と街づくり部合同で６月２８日（木）から市内４５の市立小学

校の通学路に面する住宅等の補強コンクリートブロック塀等の点検調査を開始し、７

月２５日（水）に現地の調査は完了いたしました。 

 

点検方法につきましては、１班３人体制で３班編成にて、１日３校を通学路から目

視により 

・塀の高さ及び長さ並びに厚さ 

・コンクリートの基礎があるか 

・控え壁があるか、増し積をしていないか 

・擁壁は安全か 

・老朽化しているか 

・ひび割れ 

・傾斜又はぐらつき 

を確認いたしました。 

 

点検調査した箇所は、市内４５の市立小学校通学路全体で３,０３１カ所ありまし

た。現在は点検内容に基づき総合判定、並びに集計作業を行っているところです。 

 今後は、総合判定で「危険」と判断した塀については、その所有者または管理者に

対し通知書及びリーフレットをもって改善指導を行っていきます。 

 
添付資料 
「ごぞんじですか ブロック塀・石塀の安全なつくり方と補強方法を！」 
 
 
 

【問い合わせ先】 
街づくり部建築指導課    ☎０４７－３６６－７３６８ 
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